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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月29日(2019.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極と負極がセパレータを介して積層された積層体、並びにリチウムイオンを含む非水
系電解液を含む非水系リチウム型蓄電素子であって、
　前記正極は、リチウム化合物を含み、
　前記正極は、正極集電体と、該正極集電体の片面又は両面に正極活物質層とを有し、前
該正極活物質層は、活性炭からなる正極活物質を含有し、
　前記負極は、負極集電体と、該負極集電体の片面又は両面に負極活物質層とを有し、該
負極活物質層は、リチウムイオンを吸蔵・放出できる負極活物質を含有し、
　前記積層体の厚み方向最外層における負極の負極活物質層を上面視した際の中心のリチ
ウムイオン濃度をＣ１ｏ、前記積層体の厚み方向最内層における負極の負極活物質層を上
面視した際の中心のリチウムイオン濃度をＣ１ｉとするときＣ１ｏ/Ｃ１ｉが０．８５以
上１．１５以下であり、
　前記負極活物質層の周縁部２０％の面積領域よりも前記負極活物質層の中心部８０％の
面積領域において、リチウムイオンの濃度が高く、
　前記リチウム化合物の平均粒子径をＸ１とするとき、０．１μｍ≦Ｘ１≦１０μｍであ
り、前記正極活物質の平均粒子径をＹ１とするとき、２μｍ≦Ｙ１≦２０μｍであり、Ｘ

１＜Ｙ１であり、かつ、前記正極中に含まれるリチウム化合物の量が１質量％以上５０質
量％以下である、前記非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項２】
　前記積層体の厚み方向最外層における負極の負極活物質層を上面視した際の中心の負極
活物質層の厚みをＴ１ｏ、前記積層体の厚み方向最内層における負極の負極活物質層を上
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面視した際の中心の負極活物質層の厚みをＴ１ｉとするとき、Ｔ１ｏ/Ｔ１ｉが０．８５
以上１．１５以下である、請求項１に記載の非水系リチウム蓄電素子。
【請求項３】
　正極と負極がセパレータを介して捲回された捲回体、並びにリチウムイオンを含む非水
系電解液からなる非水系リチウム型蓄電素子であって、
　前記正極は、リチウム化合物を含み、
　前記正極は、正極集電体と、該正極集電体の片面又は両面に正極活物質層とを有し、該
正極活物質層は、活性炭からなる正極活物質を含有し、
　前記負極は、負極集電体と、該負極集電体の片面又は両面に負極活物質層とを有し、該
負極活物質層は、リチウムイオンを吸蔵・放出できる負極活物質を含有し、
　前記捲回体の正極と対向し、かつ、周縁部を除く半径方向最外周の負極の負極活物質層
を上面視した際の中心のリチウムイオン濃度をＣ２ｏ、前記捲回体の正極と対向しかつ周
縁部を除く半径方向最内層における負極の負極活物質層を上面視した際の中心のリチウム
イオン濃度をＣ２ｉとするとき、Ｃ２ｏ/Ｃ２ｉが０．８５以上１．１５以下であり、
　前記負極活物質層の周縁部２０％の面積領域よりも前記負極活物質層の中心部８０％の
面積領域において、リチウムイオンの濃度が高く、
　前記リチウム化合物の平均粒子径をＸ１とするとき、０．１μｍ≦Ｘ１≦１０μｍであ
り、正極活物質の平均粒子径をＹ１とするとき、２μｍ≦Ｙ１≦２０μｍであり、Ｘ１＜
Ｙ１であり、かつ、前記正極中に含まれるリチウム化合物の量が１質量％以上５０質量％
以下である、前記非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項４】
　前記捲回体の正極と対向し、かつ、周縁部を除く半径方向最外周の負極の負極活物質層
を上面視した際の中心の厚みをＴ２ｏ、前記捲回体の正極と対向しかつ周縁部を除く半径
方向最内層における負極の負極活物質層を上面視した際の中心の厚みをＴ２ｉとするとき
、Ｔ２ｏ/Ｔ２ｉが０．８５以上１．１５以下である、請求項３に記載の非水系リチウム
蓄電素子。
【請求項５】
　前記リチウム化合物は、炭酸リチウム、酸化リチウム、及び水酸化リチウムからなる群
から選択される少なくとも一種のリチウム化合物である、請求項１～４のいずれか１項に
記載の非水系リチウム型蓄電素子。
【請求項６】
　前記セパレータは、多孔構造を持つポリオレフィンからなる樹脂膜を基材とし、少なく
とも一方の面に無機微粒子からなる無機層が積層されてなり、
　前記非水系リチウム型蓄電素子において、初期の常温放電内部抵抗をＲａ（Ω）、静電
容量をＦ（Ｆ）、環境温度２５℃にて、セル電圧を２．２Ｖから３．８Ｖまで、３００Ｃ
のレートでの充放電サイクルを６０，０００回行った後の常温放電内部抵抗をＲｅ（Ω）
、サイクル試験後の蓄電素子を４．５Ｖの定電圧充電を１時間行った後の静電容量をＦｅ
（Ｆ）とするとき、以下の：
　（ａ）Ｒｅ／Ｒａが０．９以上２．０以下である；及び
　（ｂ）Ｆｅ／Ｆが１．０１以上である；
を満たすことを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の非水系リチウム型蓄電
素子。
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